大学英語教育においてプレゼンテーションがスピーキング能力向上に与える効果 by 山本 友紀












































































































に加えて、1人 1回短いプレゼンテーションである Show and Tellを実施した。
授業は春学期、秋学期ともに週 1回の 90分授業でそれぞれ 16回から構成されている。
両学期とも第 2週から第 11週までは、教科書を用いての学習を中心とした授業を行った。
教科書は、10ユニットから構成される National Geographic Learning・Heinle Cengage 
Learningの Pathways 2: Listening, speaking, and critical thinking （1st ed.）を使用した。
春学期、秋学期それぞれ 16回の授業の内、1回の授業で 2ユニットずつ学習し、春学期に
Unit 1からUnit 5まで、秋学期にUnit 6からUnit10までを学習した。授業でリスニング
を行った箇所については、問題を解いた後でスクリプトを配布して、音声を聞きながら音読






































第 14 週・第 15 週（春学期・秋学期）
グループプレゼンテーションを実施した。くじ引きにより第 14週に発表するグループと
第 15週に発表するグループの 2つに分けて行った。第 14週、第 15週にそれぞれ当日発表
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た。 発表時間は、1人約 2分から 2.5分とし、2人グループの場合は約 4分から 5分、3
人グループの場合は約 6分から 7.5分とした。
春学期は、教科書で春学期に学習する教科書のユニットの内容に関連したテーマを以下の





























































武蔵野大学教養教育リサーチセンター紀要 e Basis Vol.10（2020.3）


















































2. Show and Tellは役立ちましたか。








そう思う ややそう思う どちらともいえない あまり思わない そう思わない 合計（回答数）
15（47%） 14（44%） 2（6%） 1（3%） 0（0%）
32
29（91%） 2（6%） 1（3%）
表 2 グループプレゼンテーションとShow and Tell についてのアンケートの回答（秋学期）
質問項目 そう思う ややそう思う どちらともいえない あまり思わない そう思わない 合計（回答数）
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学習者の自律性も育成してきたという Brooks and Wilson（2015）の指摘を裏付けている。

































アンケート調査の結果から、グループプレゼンテーションは、Deci and Ryan （2002）の












武蔵野大学教養教育リサーチセンター紀要 e Basis Vol.10（2020.3）
を満たしているといえる。




















5.1.4. グループプレゼンテーション、Show and Tell の有用性について否定的な理由











































質問項目 そう思う ややそう思う どちらともいえない あまり思わない そう思わない 合計（回答数）
3






















































































2 ） 本稿では、プレゼンテーションは口頭による発表（oral presentation）を指すものとする。
3 ） デジタルストーリーとは、コンピュータに取り込んだ制作者自身が録音した語り（ナレーショ
ン）を写真、静止画、動画、効果音や音楽などと合わせて見せる映画形式の「お話」である（須
曽野、2010； Hayes & Itani-Adams、2014）。そのストーリーを制作して発表することをデジタ
ルストーリーテリングという。
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Presenter:                                            Title:
Criteria （評価基準） 1: Needs work 2: Fair 3: Very good 4:Excellent Score （1-4）
Content （内容） ･内容が分かりやすく伝わるよう工夫されているか。（説明や例は分かりやすいか）













Your name:  Title:
Criteria （評価基準）    1: Needs work 2: Fair 3: Very good 4:Excellent Score （1-4）
Content （内容） ･ 中心となる内容が明確にされていたか
･ 内容が分かりやすく伝わるよう工夫されているか。
（説明や例は分かりやすいか）
Structure （構成） ・ Introduction, Body, Conclusionから構成されていたか
Visual aid（視覚資料） ・ 視覚資料が効果的に使われていたか










Memorization （暗唱） ・ 原稿をある程度暗唱してきていたか
Tension （緊張） ・ 緊張をコントロールできたか。
Rehearsal （リハーサル） ・ 満足するまでリハーサルを行ったか。
感想、うまくできたことと、うまくできなかったこと、うまくできなかったことについての改善策について書きましょう。
＊視覚資料については、利用した場合のみ評価する。
振り返りシートは、河内（2012）、田中（2014）、田邉（2006）を参考に筆者作成
実際には、記述欄に A4用紙 1ページの半分ほどを割いた振り返りシートを使用している。
